


































































































I　Can ich　kann I　cou1d ich　konnte
I　may ich　darf I　was　a11owed　toich　durfte































































































































































































































〃 〃 〃 ”Ichtates．“
現在完了 現在完了
〃 〃 〃 ”1chhabeesgetan．“ 〃 〃 〃 ，erhabeesgetan．
過去完了
〃 〃 〃 ”Ichhatteesgetan．“
未来 未来
〃 〃 〃 ，，Ichwerdekommen．“ 〃 〃 〃 ，erwerdekommen．
未来完了 未来完了
〃 〃 〃 ”Ich　werde　es　innerha1b〃 〃 〃 ，er　werde　es　innerha1b
einerWochegetanhaben．“einerWochegetan　haben．
（ci相良守峯『ドイツ語学概論』博友杜，279－280ぺ一ジ）
　なお，直接話法を間接話法に変換するとき，英語は，時制の一致以外にも色々と考えなければ
ならないことがある。例えば，伝達動詞のsayをtel1に，hereをthereに，tomorrowをthe　next
dayに変えたりするが，ドイツ語ではそのような点は問題にしない。（福田幸夫『英語活用ドイツ
語入門』白水杜，189ぺ］ジ）
＊Adverbについて
　Adjective　or　Adverb？
Celia　works（quick／quick1y），but　she　is　often（careless／care1essly）．
Penny　works（slow／s1ow1y）but（carefu1／careful1y）．
My　mother　is　a（good／wel1）driver．She　a1ways　drives（safe／safe1y）．
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Men　use　their　environment（care1ess／care1ess1y）and（wastefu1／wastefu11y）．
They　often　ki11anima1s（crue1／crueny）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（CONTACTS8，p．84）
　　すでに前稿（『阪南論集人文・白然科学編』第31巻第3号，6ぺ一ジ）で述べたように，ドイツ語に
は形容詞と副詞の語形上の区別がない。したがって副詞の用法については各所に「文中における
副詞の位置」「比較級（more～1y）と最上級（most～ly）」「場所の副詞（there，home），時の副詞（now，
tomorrow），頻度の副詞（often，sometimes）」などについてのかなりキメの細かい説明がなされてい
る。上記は形容詞と副詞の使い分けの練習であるが，ドイッ人にとって，そう簡単なことではな
いかもしれない。
＊進行形について
　　　State　verbs　and　action　verbs
　PeoP1e　in　the　Sahe1zoneηeedfood．
　People　in　Nigeria　waη亡1aw　and　order．
　They　owηa　five－acre　farm．
　The　poor　peop1e　depeηd　oη
　internationa1aid　programmes．
　Life　in　African　cities　dj免rsfrom
　1ife　in　EuroPean　cities．
一They　are　su旋rゴ1］g介om　diseases．
一They　are　l01］g加g危rbetter1iving　conditions．
一They〃e　work加ghard　to　make　a1iving
一Most　ofthem∂res亡arv加g．
一Thousands　ofpeop1e　from　rura1areas
are　mov加ginto　the　cities　every　month．
一Thousands　of　poor　peop1e∂re1ル加g
in　the　streets　without　a　proper　home．
A11these　verbs　express　states　or
facts．They　on1y　occur　in　the
simple　form．
　The　time：No　specific　time，
any　time，a11the　time．
　Attitude　of　the　speakerlwriter＝
No　specific　attitude，interested
on1y　in　the　fact．You　cannot　use
－ing　forms　here．
A11these　verb　forms　express　ongoing
aCtiOnS　Or　eVentS．
　　The　time：Now，the　moment　of　speaking，
this　week　or　this　period　of　time　we　are　in．
　　At itude◎f　the　speaker／writer＝
he／ h 　is　ta1king　of　an　action　or　event
which　is　unfinished，incomplete，in
progress，9oing　on　during　the　Period　of
time　we　are　in．To　state　facts，you　can
a1so　use　the　simp1e　form　here，ifyou
refer　to　the　events　as　neutra工facts．
Often　the－ing　form　shows　that　the
sPeaker　does　not　accePt　the　actions　as
facts，but　dislikes　them．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（CONTACTS　lO，p．71）
　　ドイツ語には英語の進行形に相当する形はないので，ドイツ人が進行形を学ぶためには，be＋
～ingという形態がどの様な意味をもつかを説明してもらうことから始める必要がある。上記では，
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動詞を「静の動詞」と「動の動詞」副に分類することによって一ing　formの用法を把握させようとし
ている。説明文もすべて英語で，「しばしば一ingformは話者が同意したくない行為を示す」とい
った様なかなり微妙な点についても説明している。上記以外にも進行形について言及した箇所は
多く，「単純過去形（Simp1e　Past）と過去進行形（Past　Progressive）」「進行形の各時制（現在進
行形，現在完了進行形，…・・）」などについての説明や練習が各所にある。
＊現在完了形と過去形
　Present　pe㎡ect　or　past　tense？
Mein　Fremd　woムη亡shon　seit　zweiJahren　in　unserer　Stadt．
Vor　einemJa］lr1］abeηwir　uns　aufeiner　Partyge亡ro旋1］．
Wir加b㎝vie1e　interessante　Dingegemac此
Neu1ich1］abe　ich　ihm　das　Haus　meiner　GroBe1tem　geze桓亡．
Dort乃abe　ich　drei　Jahre1ang　mit　meinen　E1tern　gewoわn仁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（CONTACTS10，p．119）
　過去の出来事を表すのに，ドイツ語には現在完了形と過去形という二つの文法形態が存在して
いるが，過去という時問の諸相を分類するために，この二つの形態を区別して使っているわけで
はない。（口語では過去を表す全ての場合に現在完了形を使うことが多い）。
　英語の場合，内容的に現在となんらかの関係のある時には現在完了形を，現在と切り離された
出来事のときは過去形を用いるというように両者を区別して使っている。このことについては，
前稿（『阪南論集人文・自然科学編』第31巻第3号，4ぺ一ジ）で既に述べた。
　ドイツ人は，英語の現在完了形と過去形がもつ意味の違いを学ばねばならない。上記のドイッ
語文を英語に訳すとすれば，それぞれどちらの時制を用いることになるだろうか。上記のそれぞ
れのドイツ語文に，ドイツ語の単語の一つ一つに英語を対応させてドイツ語文の語順どおりに並
べたものと，自然な英語の訳（と筆者が考えるもの）を下記に掲げる。下記のドイッ語文と英訳
を見ても分かるように，現在完了形と過去形のいずれを用いるかは，ドイツ語と英語とで必ずし
も一致しない。
　過去のある時点から現在に至る時問の流れを，英語はドイツ語より細かく描写する。その結果，
注8），9）で指摘するように，英語は過去の出来事をより多様なコンテクストの中で考え描写す
ることになる。
　ドイッ人にとって英語の現在完了を学ぶことは，時制構造そのものをより深く認識し理解する
ことでもある。我々の場合，日本語には文法的に時制構造といえるものが存在していない。時制
概念そのものが我々にとっては雲をつかむようなものである。ドイツ人の場合，学習の初期の段
階において，両言語の時制構造をかなり詳細に比較検討することになる。ドイッ人と日本人とで
は，特に初学者の場合，英語の時制構造に対する認識度はそのレベルが異なると言えよう。
Mein　Freund　woムη亡shon　seit　zweiJahren　in　unserer　Stadt．7）
Myfriend11Mesa1ready　since　twoyears　in　our　citγ
Myfriend加s（a1ready）加ed（for）two　years　in　our　cit皿
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Vor　einem　Jahrムabeηwir　uns　aufeiner　Partyge亡ro施η．
Before　one　year加vewe　ourse1ves　at　a　Party　me亡
One　year　ago　we　me亡at　a　Party．
Wir加b㎝vie1e　interessanteDingege㎜ac此
We加vemanyinterestingthings　d㎝e．
We　dld［加陀d㎝e］manyinterestingthings．副
Neulich加be　ich　ihm　das　Haus　meiner　GroBe1tem　gezeな仁
Recentlyわ〃eI　him　the　house　of　mygrandparents　sわowη．
The　other　day　I　sムowedhim　the　house　ofmy　grandparents．
Dort加be　ich　drei　J出re1ang　mit　meinen　Eltern　gewo乃此
Thereわave　I　three　years1ong　with　my　parents1加ed
I1加ed［加ve〃ved］there　for　three　years　with　my　parents．9〕
☆「第一部3（文法的説明その他について）」の総括
　以上，ドイツの英語教科書において文法的説明がいかになされているかを見てきた。各文法項
目につき，まずCONTACTSから直接引用し，次に筆者がその引用箇所について解説を付け加え
るというスタイルを採った。ドイツ語を引き合いに出して説明することが多かったが，その際，
ドイツ語を熟知していない人にも理解してもらえることを前提に説明したので，ドイツ語をよく
知っている人にとっては冗長に感じるところがあるかも知れないが，読者を限定しないためにあ
えてそうした。
　CONTACTSからの引用箇所の内容が，我々にとっては分かりきった内容であることもある。
我々が中学・高校で習うのと同じような文法説明もあるが，それらは，すでに学校文法をマスタ
ーした人にとっては分かりきったことであろう。あえて分かりきったようなことをいちいち引用
したのは，ドイツ人がその文法的説明に初めて遭遇したときの様子を追体験してもらうためであ
る。ドイツ人が英文法を学ぶというのはどういうことか，日本人が英文法を学ぶのとどう異なる
のかということを理解してもらうためである。多くの場合，同じ文法説明でも日本人とドイツ人
とでは受け止め方が異なる。その説明のもつ意味が異なる。
　英文法とドイツ語文法はよく似ているが多少のズレはある。英文法にだけあってドイツ語文法
にない文法事項というものがあり，CONTACTSでは当然そのような点が重点的に扱われている。
ドイツ語と英語が構造的にズレている場合，ドイツ人であっても，それなりの説明が必要になっ
てくる。それらの箇所を見ていると，ドイッ人にとっても英文法を学ぶのはそう簡単なことでは
ないという印象を受けるかも知れない。だがそれらは，たまたまそれらの箇所だけ，ドイツ語と
英語の文法構造がズレているのである。ドイッ人が学習するのは，そのズレをどう修正するかと
いうことである。、我々日本人の場合とは根本的に異なる。
　我々にとって英文法とは，まったく未知の建物を建てるための設計図のようなものである。い
かにその設計図の基本的なイメージを把握して歪みのない家を完成させるかである。ドイツ人の
場合はすでに基本的なイメージは認識している。だから，窓の形はどうしようかとか，インテリ
アをどうするかとかいったレベルのことが最初から問題になる。さらに言えば，ドイツ人は，英
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文法の設計図よりもっと完壁なドイツ語文法という設計図を既に知っているわけである。英文法
の設計図を見て，この家のこの部分は，この程度のアバウトな工事ですませればいいのかなどと
言いながら，かなり余裕しゃくしゃくでその設計図を吟味するであろう。
　完全な文法，不完全な文法などという言い方は，近現代の言語学，文法学には馴染まない表現
かも知れないが，西洋語の」般的な文法カテゴリーというものを考えた場合に，その中で，ドイ
ッ語は英語より厳密で完全な文法形態を有していると言うことはできるであろう。ドイッ人が英
語を学ぶというのは，西洋語という限られた言語の世界の中でなされることであり，その際ドイ
ッ人は英文法より完全な文法であるドイツ語文法の視点から英語を眺めながら学習しているのだ
と述べることは可能であろう。
　我が国の英語教授法は，これまでほとんどすべて西洋産のものの受け売りであった。英語教育
の専門家たちは，西洋人が西洋語を学ぶために作られた教授法を直輸入して，それらによって英
語を学ぶことが最良の方法だと信じてきたようであるが，西洋語と根本的に言語系統，文法構造
の異なる日本語を母語とする我々にとって，それらの教授法が必ずしも効果的だとは言えない。
そういう意味で，ドイツ人が英語を学習するのと日本人が英語を学習するのと，その状況がいか
に異なるかということを，ドイツ語と英語の文法構造を比べてみることによって認識することは，
日本人にとってより効果的な英語学習法を考えていくうえで重要な意味をもつであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　と　　め
　ドイッ人はなぜあれほど英語が上手に喋れるのか。もちろんドイッ語と英語が言語系統的に似
ているということが最大の理由かも知れない。しかし，彼等の英語に対する接し方そのものにも
学ぶ点が色々とあろう。
　ドイツの小・中学校で英語の授業を視察する機会があったが，ドイッ語を使わずに英語だけで
授業が行われていた。いつからそのような英語だけでの授業ができるようになるのかと聞くと，
最初の授業の時からだという答えであった。初めはむしろ英語だけを用い，母国語で説明したり
文法的解説をするのはかなり進んでからだということであった。これは我が国の英語教育界にお
ける訳読を中心とした伝統的な方法とは順序が逆である。
　ドイッは教育も地方分権的であるから，単にいくつかの学校や教科書を見ただけで，ドイツの
すべての教育現場を推し量ることはできないが，一般的に，ドイツの英語教育においては
Communicative　Methodが成功していると思われる。最近，我が国においても，Communicative
Approachへの志向が強いように思われるが，実際に教育現場でうまく行われているとは言いがた
い。
　西欧諸国においては，いまドイツを中心にCommunicative　Language　Teachingが政治的な動き
の一環として推進されている。それは，ヨーロッパにおける政治的経済的相互依存の増加，ヨー
ロッパ共同体の躍進が，各国民間のより良い意志の疎通を要請したことが直接の理由であるが，
よりグローバルに考えれば，エリート選抜のための英語教育から民主主義のための英語教育への
移行を目指すものでもある。多くのドイツ人は，民主主義社会において，外国語の知識は，もは
や文化人やエリートだけの特権的な所有物ではなく，英語は，ヨーロッパだけでなく世界中の
1inguafrancaとしての役を担うものと考えている。英語は，あらゆる国のあらゆる階層のあらゆる
タイプの人々がコミュニケートするための手段であり，人々が自由に知識をもち，意見を述べ，
社会的政治的活動を行い，基本的な人権を実現するためには，この世界語の基礎知識をもつこと
が，最小限，必要であると彼らは考えている。（c£Christopher　N．Cand1in（ed．），乃εCommuηゴca伽e
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Te∂c〃ngof1≡；ηψsんPhηc加1es　aηd刎1≡：xerdse切olo馴，Longman，1978，p．49）
　ドイッの英語教科書は，CommunicativeLanguageTeachingが効率的に実践できるように作成さ
れている。すなわち，どのようなテーマで，またどのような場面で，どのようなコミュニケーシ
ョンを行うかということを，教科書を構成していく上での基準にしていて，発信面の訓練に充分
な配慮がなされている。文法的説明はどちらかと言えば断片的である。
　ただ，ドイッの英語教科書が，日本の英語教育現場でそのまま使えるかどうか，それは今後の
検討課題である。日本のこれまでの英語教科書は，どちらかと言えば，英語の統語構造をできる
だけ要領良く把握させることを主眼として構成されていると言えるが，日本語が英語とは全く言
語系統が異なり，独語のように英語と類似していない点を考慮すれば，我々の場合，初期の段階
で統語構造についての体系的な文法的説明をしないと，一定以上のレベルの伝達を行うのに充分
な英文を組立てたり理解したりすることができにくいと思われる。
　ドイツ人は英語を国際語とすることに非常に熱心である。ドイッに留学した際にゼミナールの
後でよく雑談をしたが，そのときドイツ人学生の一人は英語について「こんなに簡単な言葉はな
い」「語彙も文法もすべてアナロジー（類推）ですぐに分かってしまう」と語っていた。
　ちなみにフランス人はドイツ人ほど英語が国際語になることに積極的ではない。よく言われる
ように，フランス人がフランス語にプライドをもっているからであろうか。それだけではないよ
うに思われる。フランス人にとって英語はドイツ人ほど簡単にマスターできる言語ではないから
である。
　フランス語は，日本語などに比べると，はるかに英語に近い言語である。それでもフランス人
とドイツ人とでは英語習得の難易度にかなりの格差がある。そう考えると，英語が国際語として
ますます確固たる地位をもつということは，我々日本人にとって実はあまりありがたくないこと
なのかも知れない。だがそれが時代の趨勢であることは認めざるを得ないであろう。
　以上，ドイツにおける英語教育の現状をドイツの英語教科書を通して考察した。ドイツ語と英
語と日本語は，それぞれの言語間の距離が異なる。そのぶん日本人にとっての英語教育とドイツ
人にとっての英語教育は異なったものとならざるを得ない。そういう現実を踏まえた上で，今後，
我が国における英語教育を考えていく必要があるだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1）英語においても古期英語（αd　Engush，700～1100年）では，動作受動はbecome＋過去分詞，状態受動はbe＋
　過去分詞で表されたが，中期英語（Midd1e　Eng1idh，ユユ00～1500年）ではこの区分が失われて両者ともbe＋過去分
　詞を用いるようになった。その代わりに，17世紀ごろから口語でgetを動作受動に用いるようになった。（cf佐々
　木庸一r新英語から入るドイッ語』郁文堂，171ぺ一ジ，三好助三郎r独英対照文法』郁文堂，133ぺ一ジ）He
　waswounded．とHegotwounde乱の違いは，ドイッ人にとって非常に明確であろう。それはドイッ語においては
　単なる語彙上の相違ではなく，統語構造の一環として厳密に区別されるものなのである。
2）Reported　speechは，Reporting　verb（伝達動詞）やReporing　clause（伝達節）と対応させた場合は，「被伝達
　文」のことであるが（例えば，He　said，“It　is　mybook．”およびHe　said　that　it　was　his　book．において，he　saidが
　伝達節，saidが伝達動詞，It　is　mybookおよびit　was　hisbookが被伝達文である），ここではDirect　speechと対
　応させているので「間接話法（Indirect　narration）」のことである。
3）例えばErsiehtaus，aIsoberkranksei．と言えば彼はもしかしたら本当に病気であるかもしれない。Ersieht
　aus，a1soberkrankware．と言えば病気でもないのにまるで病気であるかのように見えるという意味である。
4）ただし，話し手が伝達する内容を真実だと恩っているときには直接法が用いられる。
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　例：Ichg1aube，daBdurechthast．（私はきみが正しいと思う。）
5）　ドイツ語の場合，伝達節の動詞が現在形から過去形に変わっても，間接話法の従属節の動詞の時制がそれに応
　じて変化するということはない。
　　　He　says，I　am　sick．……………He　says　he　is　sick．
　　　Er　sagt1”Ich　bin　krank．“・…・・Er　sagt，er　sei（ware）krank．
　　　He　said，I　am　sick．……………He　said　he　was　sick．
　　　Er　sagte＝”Ich　bin　krank．“・…・・Er　sagte，er　sei（w葛re）krank．
6）　ドイツ語においては，動詞概念を静と動に二分し，それを文法体系を形成するための基準にすることが幅広く
　おこなわれている。それは例えば動作受動と状態受動（cf．本稿45ぺ］ジ）や3・4格支配の前置詞の使い分け
　（例：DasBi1d　ist　an　derWand、／Ich　hange　das　Bi1d　an　dieWand．）に見られる。
7）過去に始まって現在まで継続していることを表すとき，英語は現在完了形を用いるが，ドイツ語では現在形を
　用いる。
8）どのようなコンテクストを設定するかによって用いる時制が異なる。例えば，「（そのパーティーの会場で）い
　ろいろと楽しいことを行った。」であれば過去形を用いるであろうし，「（そのパーテイーで知り合ってから今日ま
　での間に）いろいろと楽しいことを行った。」であれば現在完了形を用いるであろう。
9）その家に住んでいた三年間が…昔前のことだとすれば過去形を用いるであろうし，三年前からごく最近までそ
　の家に住んでいたのであれば現在完了形を用いるであろう。
（1997年9月29日受理）
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